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要         旨 

 

本研究の目的は、①中退リスクのある児童の特徴は何か、②学校と教員

のどのような要因が児童に中退したい気持ちを起こさせているか、③教員

－児童のコミュニケーションがどのように中退リスクに影響しているの

か、④友人（学校内外の）のどのような要因が児童の中退に影響している

か、⑤中退率の高い公立学校と低い公立学校間の差が中退リスクに影響し

ているか、を明らかにすることである。 

中退リスクのある児童の特徴としては、教員や友人とのコミュニケーシ

ョンの不足、学業に対する消極性（教室内で後ろの方に座るなど）、友人

の数が少ない、学校のグループ活動に参加しない、教員と話すとき緊張す

る、などの点があげられる。 

また、児童の中退リスクに影響する学校要因としては、期末試験の重

圧、英語の問題、教員の教授方法、教員の欠席などがある。さらに、スト

リートチルドレンに対する聞き取り調査、事例分析などから、学校内外の

友人関係も中退リスクに関係しているといえる。 

従来、家庭の貧困などの経済要因が児童の中退に深く関係しているとさ

れてきた。しかし、本研究では、経済階層を統制しても、学校や教員の諸

要因（教員との会話や授業方法など）は、中退リスクと有意な関係は残さ

れる。そのため、学校や教員の働きかけによる状況改善の可能性が示唆さ

れる。 

教師と児童の間にコミュニケーションが不足する要因としては、①教師

中心の授業、②教授内容の消化を中心とした教育方法、③教員の評価（授

業中の静かさによって教員が評価されること）、④親によってつくられた

教員イメージ（教員は怖いというイメージ）、⑤教員による体罰と叱責、

などがある。 

中退率の高い公立学校と低い公立学校を比較すると、児童による選択活

動、教材の作成技術と利用、教員の授業方法、保護者と教員の話し合い、

学校の管理運営、などに違いがみられた。 
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